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5
れい　わ ばん

「おおいたの水道・下水道とくらし」について
　大分市の水道事業と下水道事業を皆さんにわかりやすくお伝えするためにこの冊

さっ

子
し

を作
成しました。
　内容は小学校社会科学習の副読本として役立つように編

へん

集
しゅう

しています。
　水道や下水道とくらしとのかかわりを写真やイラストにより紹

しょう

介
かい

していますので，ぜひ
ご活用ください。

水道と下水道について
　　　　　　調べてみよう

あやかさんゆうとさん
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４年生のみなさんへ

わたしたちは，朝起きると，歯をみがき，顔を洗
あら

います。

学校では，給
きゅう

食
しょく

の前や運動のあとに手を洗います。

家庭では，洗
せん

たく・すい事に水を使い，お風
ふ

呂
ろ

にも入ります。

じゃ口をひねると，きれいな水がいきおいよくとび出してくる水道。

水道は，わたしたちの毎日の健
けん

康
こう

なくらしに，なくてはならないものです。

わたしたちは，ふだん，なにげなく空気をすうように，水道水を使っていますね。

しかし，この自由に使っている水道水にも限
かぎ

りがあります。

ゆうとさん，あやかさんといっしょに「わたしたちのくらしと水道」について考えてみま

しょう。

もくじ

Ⅰ　わたしたちのくらしと水道水…………………………………………………… 4
　　水道水はどんなはたらきをするか
　　水道水はどこでどのように使われているのだろうか
　　大分市で使う水道水の量

りょう

　　水道水の使い方の変
へん

化
か

Ⅱ　水道水をつくり，配るしくみ………………………………………………… 12
　　水道水はどこでどのようにつくられているか
　　水道水はどのように配られているか
　　水道水はどこからきているか
　　大分市にある主な浄

じょう

水
すい

場
じょう

　　大分市の水道の歩み

Ⅲ　水を思う………………………………………………………………………… 22
　　水は限

かぎ

りある資
し

源
げん

　　水道はだれに守られているか

水道水は　いくら使っても
足りるだけあるのかな

あやかさん

水道水は　どこで　どのようにつくら
れているのか　調べてみよう

ゆうとさん
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家庭での水道水の使われ方

まちでの
水道水の使われ方

いろいろな場所で
水道水が使われて
いるんだね！

学校での水道水の使われ方

Ⅰ　わたしたちのくらしと水道水
水道水はどんなはたらきをするか



1m

1m
1m

１日に使われる水道水の量はプール何はい分かな？
大分市全体の１日分が約123,987㎥

やく

りょう

（令和３年度）
家庭で
105,844㎥

会社・病院・店などで
13,416㎥

３５３はい

４４はい

プール（300㎥）の
約４１３はい分

学校・役所などで
3,653㎥
　１２はい

工場で
835㎥
 ３はい

その他
239㎥
　１はい

飛行機や電車や船なども
水道水を使うのかな

ひ こう き

※㎥（立方メートル）
たて，横，高さがそれ
ぞれ1mのようきに入る
量を1㎥といいます。

➡
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水道水はどこでどのように使われているのだろうか
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家庭で１人が１日に使った
水道水の量

りょう

はどれくらいになるか

バケツ（８ℓ）でならべると

223ℓ

洗たく　15％
（33.5ℓ）

すい事　18％
（40.1ℓ）

お風呂　40％
（89.2ℓ）

トイレ　21％
（46.8ℓ)

洗面・その他
6％ 

（13.4ℓ）  

せん 

ふ　 ろ

じ

せん

やく

約２８はい

考えてみると
１日中使っているぞ

大分市で使う水道水の量
りょう

月ごとに使う水道水の量
りょう

（令和３年度）

大分市の給
きゅう

水
すい

量
りょう

の変
へん

化
か

と人口

年度 Ｓ45 Ｓ46 Ｓ47 Ｓ48 Ｓ49 Ｓ50 Ｓ51 Ｓ52 Ｓ53 Ｓ54 Ｓ55 Ｓ56 Ｓ57 Ｓ58 Ｓ59 Ｓ60 Ｓ61 Ｓ62 Ｓ63
給水量 （百万㎥） 25.0 27.7 31.1 34.6 36.3 40.2 41.0 41.4 42.3 43.0 41.9 43.6 42.8 44.6 45.2 45.8 46.9 47.9 48.9 
行政人口（万人） 26.6 27.9 29.3 29.9 30.9 31.9 32.7 33.5 34.3 35.1 35.8 36.4 36.9 37.5 38.1 38.7 39.1 39.4 39.9 

年度 Ｈ1 Ｈ2 Ｈ3 Ｈ4 Ｈ5 Ｈ6 Ｈ7 Ｈ8 Ｈ9 Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 H28 H29 H30
給水量 （百万㎥） 50.0 52.0 52.3 52.3 51.8 52.9 52.6 52.9 52.3 52.3 51.7 52.1 52.0 51.5 51.3 53.7 54.9 54.4 54.6 53.1 52.5 53.0 52.2 51.1 51.2 50.2 50.0 50.7 50.7 50.7
行政人口（万人） 40.3 40.6 41.1 41.4 41.8 42.3 42.6 42.9 43.2 43.4 43.6 43.8 44.0 44.2 44.4 46.4 46.5 46.7 47.0 47.2 47.3 47.5 47.6 47.7 47.8 47.8 47.8 47.8 47.8 47.8

年度 R1 R2 R3
給水量 （百万㎥） 50.0 51.3 51.1
行政人口（万人） 47.7 47.7 47.6

300.0

320.0

340.0

360.0

380.0

400.0

420.0

440.0

460.0

480.0

500.0
（万㎥ )

3 月2 月1月12 月11 月10 月9月8月7月6月5月4月

月平均の使用量 426万㎥

プールの約 14,190 はい分

へいきん し  よう りょう

417.0
429.1

418.2

436.6 433.4

411.3

437.1
422.3

439.1 438.6

394.5

430.5

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

55.0

2018
H30

2020
R2

2021
R3

2016
H28

2014
Ｈ26

2012
Ｈ24

2010
Ｈ22

2008
Ｈ20

2006
Ｈ18

2004
Ｈ16

2002
Ｈ14

2000
Ｈ12

1998
Ｈ10

1996
Ｈ8

1994
Ｈ6

1992
Ｈ4

1990
Ｈ2

1988
Ｓ63

1986
Ｓ61

1984
Ｓ59

1982
Ｓ57

1980
Ｓ55

1978
Ｓ53

1976
Ｓ51

1974
Ｓ49

1972
Ｓ47

1970
Ｓ45

（百万㎥）

大分市給水量
大分市人口

（万人）
人口が 2004 年度（平成 16 年度）に急激に増加しているの

は，合併によって佐賀関町・野津原町が加わったためです。

きゅうげき

がっぺい さがのせき の　つ　はる くわ

ぞう か

大分市の給水量は
どのようにかわって
　　　　いるのかな

きゅうすいりょう
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給
きゅう

水
すい

区
く

域
いき

の広がり

水のはなし
　じゃ口をひねるとかんたんに水が出る水道，わたしたちは苦

く

労
ろう

もなく水道水を使うこと
ができます。水道水は，わたしたちのくらしをささえる大切なはたらきをしていますが，
水道ができる前の人々は，どこから水をえていたのでしょうか。
　昔の人は川の水を使ったり井

い

戸
ど

をほって地下の水をくみあげて使っていました。川は上
流まで行かないと，きれいな水がくめません。井

い

戸
ど

水
みず

も「つるべ」でくみあげて使ってい
ました。町に住んでいる人々の中には，川の上流で水をくみ，その水を売りにきた「水屋」
さんから買う人もたくさんいたそうです。水を「つるべ」でくみあげるのも，水おけで運
ぶのも力のいるつらい仕事ですが，子どもがしていたといいます。また自

し

然
ぜん

の水を使うこ
とは心配もありました。雨がふり続

つづ

くと水がにごったり，体の害
がい

になるものや，ばいきん
がまじったりします。大分が市になった明

めい

治
じ

44年当時は赤
せき

痢
り

や腸
ちょう

チフスなどの伝せん病
にかかった人が40名（うち死者５名），次の年には73名（うち死者15名）と，水がもとで
病気になる人も多くいました。
　昭和２年７月に大分市にはじめての浄水場「三

み

芳
よし

浄
じょう

水
すい

場
じょう

」ができ，家庭に水道水が届け
られるようになりました。はじめは，つくれる
水の量

りょう

も少なく，わずかな家庭しか利
り

用
よう

できな
かった水道も，今では，ほとんどの家庭にいき
わたるようになりました。
　水道のじゃ口をひねるとすぐに出てくる便

べん

利
り

な水道水も昔の人の苦
く

労
ろう

を考えると，大事にし
なければいけませんね。

昭和２年の給水区域
（大分市の給水開始）

昭和38年の給水区域
（新大分市の誕生）

平成16年の
給水区域

平成17年以後の
給水区域

大分市役所

大分川
乙津川 大野川

水道水はどこで
つくられている
のかな

水道水の使い方の変
へん

化
か

水道ができる前 　水道ができてから

　　水
すい

洗
せん

トイレを使う戸数割
わり

合
あい

の変化（全国）

　　プールのある学校数（小学校）の変化（大分市）

0

20

40

60

80

100

2008年
（平成20年）

2003年
（平成15年）

1998年1993年
（平成５年）

1988年1983年1978年1973年1968年
（昭和43年） へいせい

％

総務省統計局　住宅・土地統計調査より

(昭和30年)

(平成17年)

プール数

学校数

1955年

1965

1975

1985

1995

2005

0 605040302010
校

きゅうすいりょう

給水量が
増えたわけは
１つじゃないんだな

ふ
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浄水場のはたらき
じょうすいじょう

① ② ③ ④
⑤ ⑥

⑦
⑧ ⑨ ⑩

⑪

⑦ちんでん池
ち

　よごれや砂
すな

をしずめる
⑨塩
えん

素
そ

消
しょう

毒
どく

・浄
じょう

水
すい

池
ち

　 きれいになった水に塩
えん

素
そ

を
入れて消毒する

⑪配
はい

水
すい

池
ち

　 たくさんの水をたくわえ，
いつでもどこでも水道水が
使えるようにしている⑧ろか池

ち

　 目に見えないよごれを砂
すな

の
層
そう

で取りのぞく

⑩送水ポンプ
　山の上の配

はい

水
すい

池
ち

に水を送る

⑦

⑧

⑪⑨

⑩

Ⅱ　水道水をつくり，配るしくみ

①取
しゅ

水
すい

口
こう

　川の水を取り入れる
③粉
ふん

末
まつ

活
かっ

性
せい

炭
たん

接
せっ

触
しょく

槽
そう

　水のにおいを取る
⑤かくはん池

ち

　よごれを集めるための
　薬品をいれてかきまぜる

②ちん砂
さ

池
ち

　土や砂
すな

をしずめる
④着

ちゃく

水
すい

井
せい

　取り入れた水の水
すい

位
い

　や水量
りょう

を調
ちょう

整
せい

する

⑥フロック形
けい

成
せい

池
ち

　よごれや砂
すな

をしずみやすい
　小さなかたまりにする

①

②

⑤

⑥

③

④

水道水はどこでどのようにつくられているか



高台にある配水池
はいすい ち

じょうすいじょう
浄水場から

じょうすいじょう
浄水場

配水管

メーターボックス

止水せん

メーターボックス

ポンプ

タンク

しすいはいすいかん

配水池

地下の配水管は
ずいぶん長いのだろうなあ

高い建物の上にある貯水タンク
ちょすいたてもの

給水管
きゅうすいかん

はいすいかんはいすいかん

14 15

水道水はどのように配られているか
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せきでん
かんざき

やはた

ふぞく

かすがまち

おおみち

ながはま

かく

えのくま

もりおか

みなみおおいた
ほうふ

かないけ

わさだ

のつはる

よこせ

よこせにし

じょうなん

まいづる

つる

むなかた

ひがしわさだ

たじり
そうだ

しきど

はばたき

おしの

はんだ

たけなか

へつぎ

かみへつぎ
よしの

まつおか

たきお

しもごおり

ひがしおおいた

ひおか
みさ おおざいにし

おおざい

さかのいち

こざい

にゅう

かわぞえ

たかた

ももぞの

めいじきた

めいじ

あけのきた

あけのにし

あけのひがし

べっぽ

つるさき こうざき

にしのだい

さがのせき

庄の原第２配水池

庄の原第1配水池

三芳配水場
上野配水池

明野配水池

丹川配水池

横尾配水池

高尾配水池

松岡配水池

敷戸団地配水池

坂ノ市配水池
森岡山配水池

佐賀関配水池

太平寺配水場

石川配水場

横瀬配水池

高江ニュータウン配水池

大分県企業局
判田浄水場

共同施設導水隧道

野津原東部浄水場
の つ とう ぶはる

坂ノ市浄水場
の ちいかさ

岩ノ下浄水場
いわ の した

の つ はる

野津原西部第３浄水場
せい ぶ

野津原西部第２浄水場
の つ はるせい ぶ

えのくま浄水場 ふる ご う

古国府浄水場 横尾
浄水場

よこ お

ななせダム

別府湾
別府市

由布市

大分市

臼杵市

豊後大野市

凡　　　例
はん　　　　　　れい

配 水 本 管

配　水　管

送　水　管

小　学　校
小 中 学 校
学　　　園

あばしり

　　大分市内の配
はい

水
すい

管
かん

を全部つなぎ合わせると約2,848kmになります

東シナ海

黄海

日本海

オホーツク海

南シナ海
フィリピン海

グアム

ソウル

北京

上海

香港

武漢

西安

成都

重慶 台北

日本

フィリピン

モンゴル

ベトナム

マレーシア

台湾

北朝鮮
中華人民共和国

大韓民国

カンボジア

ハバロフスクハルビン

ウラジオストク

東京

札幌

マニラ

ハノイ
マカオ

名古屋

大阪

ウランバートル

ルソン島

飛行機で大分から直線で
約2,800kmの距離にある
アジアの地域

きょり

ち いき

ひ  こう  き

わたしたちの学校の水道水は
どこからきているんだろう

水道水はどこからきているか

市内にうめられている配
はい

水
すい

管
かん

の大きさ
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⎛１日にプール（300m3）193はい分の⎞　（58,000m3）
⎝水を作ることができます　　　　　  ⎠

⎛１日にプール（300㎥）200はい分の⎞　（60,000㎥）
⎝水を作ることができます　　　　　  ⎠

大分市にある主な浄
じょう

水
すい

場
じょう

古
ふる

国
ご

府
う

浄
じょう

水
すい

場
じょう

⎛１日にプール（300㎥）283はい分の⎞　（85,000㎥）
⎝水を作ることができます　　　　　  ⎠

えのくま浄
じょう

水
すい

場
じょう

横
よこ

尾
お

浄
じょう

水
すい

場
じょう
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主
おも

な浄
じょう

水
すい

場
じょう

でつくることができる水道水の量
りょう

のうつりかわり

1955年ごろから増えはじめ
1960年から 1965年が一番増えたなぁ
大分市の人口が増えてきたからだな

ふ

上
水
道
布
設
工
事
は
じ
ま
る

給
水
開
始

1925
（大正14年）

1927
（昭和2）

1930

10,500㎥

28,000㎥

第1次拡張事業 第2次拡張事業 第 3次拡張事業 第 4次拡張事業（継続中）

12,000㎥

32,000㎥

50,000㎥

三芳浄水場

光　吉
浄水場

光吉浄水場

えのくま浄水場

えのくま浄水場

横尾浄水場

古国府浄水場

横尾浄水場

は
い
し
す
る

は
い
し
す
る

新
し
く
つ
く
る

58,000㎥

30,000㎥

30,000㎥

60,000㎥

60,000㎥

大分市の人口

（人）

60,000㎥
 （1日の最大取水量）

58,000㎥
 （１日の最大取水量）

85,000㎥

73,000㎥

500,000

400,000

300,000

200,000

100,000

0

15

10

5

（1日の最大取水量）

50,000㎥

1935 1940 1945 1950 1955 1960 1965
（40）

1970 1975
（50）

1980 1985
（60）

1990 1995
（平成7）
へいせい れい わ

けいぞく

2000 2005
（17）

2010 2015
（27）

2020
（令和2）

2021年
（3）

ふ
せ
つ き

ゅ
う
す
い

かくちょう

みつ よし

よこ お

ふる ご う

さいだいしゅすいりょう

み よし

大分市の水道の歩
あゆ

み

４つのろか池
ち

を使って
いました。
薬品は使わず，ろか池
の底
そこ

に砂
じゃ

利
り

と砂
すな

を１ｍ
の厚
あつ

さにしきつめて汚
よご

れを取り，水をきれい
にしていました。

三
み

芳
よし

浄
じょう

水
すい

場
じょう

（昭和２年） 古
ふる

国
ご

府
う

浄水場（昭和63年）　

ななせダム建
けん

設
せつ

工事

配
はい

水
すい

管
かん

取りつけ工事（昭和２年）
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雲

雨

約12％
利用した水

じょう発

海へ流れ出る

約53％
約35％

りよう

雨水のゆくえⅢ　水を思う
水は限

かぎ

りある資
し

源
げん

　わたしたちは，水道水を飲みたいときや，使いたいときに，じゃ口をひねりさえすれ
ば，きれいな水道水がほしいだけ出てきます。しかし，わたしたちは，これから先も安心
して水道水が使えるのでしょうか。

大分市の降
こう

水
すい

量
りょう
（2012年より10年間の平

へいきん

均）

0

50

100

150

200

250

300

350

400
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大分市の１日に配ることができる水と使われた水の量
りょう

　大分市は，人口も使われる水道水の量
りょう

も増
ふ

えてきました。現
げん

在
ざい

は，きれいで，安心して
使える水があります。しかし，水は限

かぎ

りあるものです。１年に降
ふ

る雨の量は多いようで
も，すべての水が水道水に使えるわけではありません。

万㎥
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（令和3）
1815129632000979491

 （平成3）
88

（63） 
807978777675

（50）
7473727170696867661965

（昭和40）
へいせい れい わ

（2.0 万㎥） （1.8 万㎥） （3.0 万㎥）  　 （3.0 万㎥） （3.0 万㎥） （6.0 万㎥）（2.8 万㎥）  　

１日の給水能力

１日の平均給水量

１日の最大給水量

きゅう

きゅう

すい

さい

へいきん

だい すい

のうりょく

りょう

きゅうすいりょう

光
吉
浄
水
場
拡
張

み
つ
よ
し
じ
ょ
う
す
い
じ
ょ
う
か
く
ち
ょ
う

   

み
よ
し

よ
こ
お

ふ
る  

ご

う

光
吉
浄
水
場
拡
張

え
の
く
ま
浄
水
場
完
成

三
芳
浄
水
場
廃
止

横
尾
浄
水
場
完
成

横
尾
浄
水
場
拡
張

１日の給水能力……１日に配ることのできる水の量
１日の最大給水量…１日に最も多くつかわれた水の量
１日の平均給水量…１日に使われた水の量の平均

すいきゅう

すいきゅうさい

光
吉
浄
水
場
廃
止

古
国
府
浄
水
場
完
成

え
の
く
ま
浄
水
場
拡
張

りょくのう

りょうだい

すいきゅうへい りょうきん

野
の

津
つ

原
はる

地区にある水
すい

源
げん

降水量は，年によって異
こと

なるほか，梅
つ

雨
ゆ

・台風・豪
ごう

雨
う

などの季
き

節
せつ

に集中し，かな
りの部分は海へ流出してしまいます。その
うえ，じょう発する分も考えると，わたし
たちが水資

し

源
げん

として利用できる水量には限
かぎ

りがあります。

上下水道局の人の話
　水はみんなの生活になくてはならないものです。飲み水だけでなく，農業や工業などい
ろいろな目

もく

的
てき

に使われています。きれいで，安心して使える水道水を不
ふ

足
そく

のないように送
りとどけるため，わたしたちはがんばっています。しかし，短くて，流れの速い日本の川
の水は，すぐ海に流れてしまい，使える量

りょう

は限
かぎ

られています。
　大分市では，水不足にならないように，野

の

津
つ

原
はる

地区にある，ななせダムに水をためられ
るようにしました。「限りある資

し

源
げん

」である水をみんなが安心して使えるように，これか
らもいっしょうけんめい考えていきます。
　今後のために今自分に何ができるのか，水を使うときに気をつけたいことなどについて，
みなさんもわたしたちといっしょに考えていきましょう。
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新しい計画づくり
　人口の変

へん

化
か

や水道水の使われ方
などから，浄

じょう

水
すい

場
じょう

や配
はい

水
すい

管
かん

をつくり
かえる計画などをつくっています。

わたしに
できることはないかなぁ

水道の相談
　市民から，水道料金や水道水の出ぐあいなど，
水道についての相談や水道工事の申し込

こ

みなどを
受けています。

水道はだれに守られているか

水もれの調
ちょう

査
さ

大切な水道水をむだにしないように
水もれをさがしています。

　 水
すい

圧
あつ

，流
りゅう

量
りょう

，水
すい

質
しつ

の監
かん

視
し

　安心して使える水道水がいつでも，どこでも，いきおいよく出るよう見守って
います。

水の検
けん

査
さ

　みんなが安心して水道水を使うことができる
ように，さまざまな装

そう

置
ち

で検査しています。

上下水道局の人は
ずっと先のことまで
考えているんだなぁ
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みなさんの学校へ，水道水を届
と ど

ける浄
じょう

水
す い

場
じょう

浄水場名

学校名

古
国
府

え
の
く
ま

横

尾

坂
ノ
市

岩
ノ
下

野
津
原

東

部

野
津
原

西
部
第
３

野
津
原

西
部
第
２

そ
の
他

金　 池（ か な い け ） 小 学 校 ○
長　 浜（ な が は ま ） 小 学 校 ○
春 日 町（ か す が ま ち ） 小 学 校 ○
大　 道（ お お み ち ） 小 学 校 ○
西 の 台（ に し の だ い ） 小 学 校 ○
南大分（みなみおおいた）小学校 ○
城　 南（ じ ょ う な ん ） 小 学 校 ○
荏　 隈（ え の く ま ） 小 学 校 ○
豊　 府（ ほ う ふ ） 小 学 校 ○
八　 幡（ や は た ） 小 学 校 ○
神　 崎（ か ん ざ き ） 小 学 校 ○
滝　 尾（ た き お ） 小 学 校 ○
下　 郡（ し も ご お り ） 小 学 校 ○
森 岡（ も り お か ） 小 学 校 ○
東大分（ひがしおおいた）小学校 ○
日　 岡（ ひ お か ） 小 学 校 ○
桃　 園（ も も ぞ の ） 小 学 校 ○
津 留（ つ る ） 小 学 校 ○
舞　 鶴（ ま い づ る ） 小 学 校 ○
明 野 西（ あ け の に し ） 小 学 校 ○
明野東（あけのひがし）小学校 ○
明 野 北（ あ け の き た ） 小 学 校 ○
三　 佐（ み さ ） 小 学 校 ○
鶴　 崎（ つ る さ き ） 小 学 校 ○
別　 保（ べ っ ぽ ） 小 学 校 ○
明 治　（ め い じ ） 小 学 校 ○
明 治 北（ め い じ き た ） 小 学 校 ○
高　 田（ た か た ） 小 学 校 ○
川　 添（ か わ ぞ え ） 小 学 校 ○
松　 岡（ ま つ お か ） 小 学 校 ○
戸　 次（ へ つ ぎ ） 小 学 校 ○
上 戸 次（ か み へ つ ぎ ） 小 学 校 ○
吉　 野（ よ し の ） 小 学 校 ○
竹　 中（ た け な か ） 小 学 校 ○
判　 田（ は ん だ ） 小 学 校 ○
東稙田（ひがしわさだ）小学校 ○
稙　 田（ わ さ だ ） 小 学 校 ○
賀　 来（ か く ） 小 中 学 校 ○
敷　 戸（ し き ど ） 小 学 校 ○
敷　 戸 小 学 校 は ば た き 分 校 ○
鴛　 野（ お し の ） 小 学 校 ○
宗　 方（ む な か た ） 小 学 校 ○
横　 瀬（ よ こ せ ） 小 学 校 ○
横 瀬 西（ よ こ せ に し ） 小 学 校 ○
寒　 田（ そ う だ ） 小 学 校 ○
田　 尻（ た じ り ） 小 学 校 ○
大　 在（ お お ざ い ） 小 学 校 ○
大在西（おおざいにし）小学校 ○
丹　 生（ に ゅ う ） 小 学 校 ○
小 佐 井（ こ ざ い ） 小 学 校 ○
坂 ノ 市（ さ か の い ち ） 小 学 校 ○
神　 崎（ こ う ざ き ） 小 中 学 校 ○
佐 賀 関（ さ が の せ き ） 小 学 校 ○
野 津 原（ の つ は る ） 小 学 校 ○
碩　 田（ せ き で ん ） 学 園 ○
附　 属（ ふ ぞ く ） 小 学 校 ○

※その他は，自
じ

己
こ

水
すい

源
げん

大分市の大きな３つの浄
じょう

水
す い

場
じょう

は？

古
ふる

国
ご

府
う

浄水場 えのくま浄水場 横
よこ

尾
お

浄水場

浄水場のできた日 1988.6.30 1969.5.31 1972.6.30

浄水場の広さ 46,000㎡ 22,000㎡ 33,000㎡

使っている川の水 大分川 大分川 大野川

１日にできる量
りょう

8.5万㎥ 5.8万㎥ 6.0万㎥

電気代（１日） 約
やく

37万円 約30万円 約27万円

薬品使用量（１日） 約3,130㎏ 約2,070㎏ 約1,440㎏

にごりとりの薬品
ポリ塩

えん

化
か

アルミニウム
（ＰＡＣ，パック）

ポリ塩化アルミニウム
（ＰＡＣ，パック）

ポリ塩化アルミニウム
（ＰＡＣ，パック）

消
しょう

毒
どく

の薬品 次
じ

亜
あ

塩
えん

素
そ

酸
さん

ナトリウム 次亜塩素酸ナトリウム 次亜塩素酸ナトリウム

その他の薬品 希
き

硫
りゅう

酸
さん

，粉
ふん

末
まつ

活
かっ

性
せい

炭
たん

水
すい

酸
さん

化
か

ナトリウム
希硫酸，粉末活性炭
水酸化ナトリウム

希硫酸，粉末活性炭
水酸化ナトリウム

きれいになる時間 約6～ 7時間 約5～ 6時間 約4～ 5時間

※上下水道局からのお願
ねが

い
　 水道水は川の水からつくっています。みなさんもキャンプなどで川に行ったときには，
ゴミなどを持ち帰るようにし，川を汚

よご

さないように協
きょう

力
りょく

してください。
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れい　わ ばん

大分市上下水道局のマスコットキャラクター。大分の水道や公
こう

共
きょう

下水道に親しみをもっ
てもらうために活動しています。これからも，いろんな場面で活動していきます。みんな
仲
なか

良
よ

くしてね。

　「下水道法
ほう

」が制
せい

定
てい

されて100周
しゅう

年を記
き

念
ねん

して誕
たん

生
じょう

した下水道のマスコットキャラクター。
　下水道のPRキャラクターとして，下水道展

てん

や全国各
かく

地
ち

の下水道イベントなどで活
かつ

躍
やく

し
ています。

こうきょう

上下水道局のマスコットキャラクター　みずタン

【プロフィール】
　名前：みずタン
特
とく

徴
ちょう

：水のしずくをイメージしたかわいい姿
すがた

をしている。
　　　　大分の水の妖

よう

精
せい

で，大分の水について何でも知っている。

ほう せいてい しゅう き ねん たんじょう

下水道のマスコットキャラクター　スイスイ

【プロフィール】
　名前：スイスイ
性
せい

別
べつ

：男の子（女の子もいるという噂
うわさ

）
性
せい

格
かく

：何事も水に流してしまう，穏
おだ

やかでおっとりした性格

みずタン

PR活動中のみずタン



30 31

４年生のみなさんへ
　みなさんは，｢下水道」と聞いてどんなことを考えますか？
　わたしたちが台所・トイレ・おふろなどで使ったあとの「よごれた水」は，どこへ流れ
ていくのでしょう。また，家の屋根や道路にふった「雨

う

水
すい

」は，どこを通り，どこへ流れ
ていくのでしょう。
　これらは，いつかは川や海へ流れていきます。
　下水道の仕事は，くらしの中から出る「よごれた水」と「雨水」の通り道を作り，よ
ごれた水をきれいにして川や海へ返して，みんなが気持ちよく生活できるように努

ど

力
りょく

・工
く

夫
ふう

しているのです。
　下水道のしくみはどうなっているのか。これから計画していることにはどんなことがあ
るのか，いっしょに考えていきましょう。
　そして，わたしたちにできることは何かも考えてみましょう。

住みよいまちに
するための工事なのよ

あやかさん

通りにくいなあ

ゆうとさん

もくじ

Ⅰ　使った水のゆくえ……………………………………………………………… 32
　　くらしで使った水や雨水はどこへ
　　下水道のしくみ
　　よごれた水は，きれいな水に
Ⅱ　下水道を広げる大分市の計画………………………………………………… 40
　　よごれた水はどれくらいきれいにされているか
　　よごれた水はどこできれいにされているか
　　広がる下水道
　　下水道を守る
　　下水道管

かん

のそうじ
　　下水道を使うときの注意
Ⅲ　健

けん

康
こう

で豊
ゆた

かなくらしのために………………………………………………… 50
　　下水から生み出す資

し

源
げん

　　役に立つ資
し

源
げん

としての再
さい

利
り

用
よう

　　水のじゅんかん



くらしの中から出る「よごれた水」
屋根や道路を流れる「雨水」

〈学校で〉

〈店で〉

〈病院で〉

〈工場で〉

〈家庭で〉

いろいろなよごれが
あるなあ

よごれた水や雨水は，
どこへ流れていくか，
調べてみましょう

よごれた水 雨水

32 33

Ⅰ　使った水のゆくえ くらしで使った水や雨水はどこへ
（くらしの中から出る「よごれた水」と「雨水」を合わせて「下水」といいます。）　
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汚水中継ポンプ場 水資源再生センター
お すいちゅうけい みず し げんさいせい

排水路

雨水排水ポンプ場

はいすい ろ

う すいはいすい

水門
すいもん

河川
か せん

すいこまれて
しまうから
わからないわ

どんなしくみに
なっているだろう

家庭から出る ｢よごれた水｣ を追ってみよう 「雨水」は，どこへ行くのだろう
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下水道のしくみ

〈道路〉

最終ちんでん池エアレーションタンク最初ちんでん池

ポンプ室

下水道管（汚水管）
お すいかんかん

水資源再生センター（下水処理場）
みず し げんさいせい げ すい しょ りじょう

下水道管（雨水管）
う すいかんかん

下水道管（汚水管）
お すいかんかん

マンホールのフタ（汚水）
お すいマンホール マンホールのフタ（雨水）

う すい

消毒施設
しょうどくし せつ

ちん砂池
さ　ち

汚泥
川

お でい

汚泥処理施設
お でい しょ り　し せつ

脱水ケーキ
だっすい

〈家庭〉

さいしょ さいしゅう

マンホールカード
JR大分駅の市観

かん

光
こう

案
あん

内
ない

所
じょ

で配っ
ています。
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①

② ③ ④ ⑤

⑥
セメント原料として
リサイクル

げんりょう

セメント工場

活
かっ

性
せい

汚
お

泥
でい

は下にしずみ，
上のきれいな水だけ次のタ
ンクへ行く（３時間）

塩
えん

素
そ

をいれて消毒し，ばいきんを
なくして川へ流す

④最
さい

終
しゅう

ちんでん池
ち

⑤消
しょう

毒
どく

施
し

設
せつ

⑥脱
だっ

水
すい

ケーキ

水
みず

資
し

源
げん

再
さい

生
せい

センター（下
げ

水
すい

処
しょ

理
り

場
じょう

）のしくみ

①ちん砂
さ

池
ち

・ポンプ室

　流れてきた下水を
ゆるやかに流して，
土や砂

すな

をしずめて取
りのぞく

　ポンプで送られてきた下水をゆっく
り流して，しずみやすいドロやかたま
りをしずめる（2時間）

②最
さい

初
しょ

ちんでん池
ち

③エアレーションタンク

　び生物と空気をおくりこんでかきま
ぜると，び生物がきたないものを食べ
てふえ，しずみやすくなる(活

かっ

性
せい

汚
お

泥
でい

)
（６時間）

よごれた水は，きれいな水に
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よごれた水はどれくらいきれいにされているか

大分市の人口

476,386人（令和３年度）
れい　わ

よごれた水

水資源再生センターへ（66％）

川や海へ
（15％）

（19％）
みず し げんさいせい

きれいにして
川へ

よごれた
まま

川や海へ

全部きれいに
できれば
いいのに
なあ弁天水資源再生センター

（中央）
（34％）
40,349㎥

べんてんみず し げんさいせい

みず し げんさいせい りょう

（大在）
（10％）

（南部）
（6％）

大
在
水
資
源
再
生
セ
ン
タ
ー

11,482㎥ 6,541㎥

お
お
ざ
い
み
ず
し
げ
ん
さ
い
せ
い

松
岡
水
資
源
再
生
セ
ン
タ
ー

ま
つ
お
か
み
ず
し
げ
ん
さ
い
せ
い

原川水資源再生センター
（東部）
（28％）
32,601㎥

はるかわみず し げんさいせい

おおざい

宮崎水資源再生センター
（稙田）
（22％）
25,354㎥

みやざきみず し げんさいせい

わさ だ

（令和３年度）

水資源再生センターで１日にきれいにしている水の量（116,327㎥）

遊べない川

魚のすみにくい川

赤潮で死んだ魚
あかしお

川や海の問題

よごれた水がそのまま川や海へ流れると

大雨がふったあとの道路の問題

農業集落排水施設

合併処理浄化槽へ

（315,238人分を処理） （91,641人分を処理）

（69,507人分）

がっぺい しょ   り じょう  か  そう

のうぎょうしゅうらく はい すい  し  せつ

しょ り

Ⅱ　下水道を広げる大分市の計画
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①弁
べん

天
てん

水
みず

資
し

源
げん

再
さい

生
せい

センター

②宮
みや

崎
ざき

水
みず

資
し

源
げん

再
さい

生
せい

センター

③松
まつ

岡
おか

水
みず

資
し

源
げん

再
さい

生
せい

センター

④原
はる

川
かわ

水
みず

資
し

源
げん

再
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よごれた水はどこできれいにされているか

はるかわみず し げんさいせい

べんてんみず し げんさいせい

れい わ　　ねん ど まつ　　しょ り じんこう ふ きゅうりつ

こうきょう げ すい どう　し せつ がい よう　ず

つ　る　う すいはいすい　　　　　　じょう
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みやざきみず し げんさいせい
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１
年

令れ
い

和わ

2019

・
公
共
下
水
道
が
は
じ
ま
っ
て
50
年
に
な
る

24
年
2012

・
皆み

な

春は
る

雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
が
で
き
る

22
年
2010

・
終
末
処
理
場
の
名め
い

称し
ょ
うが
水
資し

源げ
ん

再さ
い

生せ
い

セ
ン
タ
ー
へ
と
か
わ
る

・
戸へ

次つ
ぎ

汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
が
で
き
る

・
高た
か

田た

汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
が
で
き
る

19
年
2007

・
元
町
雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
が
で
き
る

・
関せ
き

門か
ど

雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
が
で
き
る

17
年
2005

・
堂ど

う

園ぞ
の

雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
が

で
き
る

12
年
2000

・
南
部
汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
が

で
き
る

11
年
1999

・
津つ

留る

雨
水
排
水
ポ
ン
プ
場
が

で
き
る

・
判は
ん

田だ

汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
が

で
き
る

４
年
1992

・
松ま
つ

岡お
か

終
末
処
理
場
が
で
き

る
・
小お

中な
か

島じ
ま

汚
水
中
継
ポ
ン
プ
場
が
で
き
る

２
年

平
成
1990

・
大お
お

在ざ
い

終
末
処
理
場
が
で
き
る

▶63
年
1988

・
ア
メ
ニ
テ
ィ
下
水
道
工
事
が
お
わ
り
、
府ふ

内な
い

城じ
ょ
うの
お
堀ほ
り

へ
送
水

を
は
じ
め
る

60
年
1985

・
ア
メ
ニ
テ
ィ
下
水
道
工
事
が
は
じ
ま
る

54
年
1979

・
弁
天
雨う

水す
い

排は
い

水す
い

ポ
ン
プ
場
が
で
き
る

52
年
1977

・
弁べ

ん

天て
ん

終
末
処
理
場
が
で
き
る

50
年
1975

・
小お

野の

鶴づ
る

汚お

水す
い

中ち
ゅ
う

継け
い

ポ
ン
プ
場
が
で
き
る

48
年
1973

・
宮み

や

崎ざ
き

終
末
処
理
場
が
で
き
る

47
年
1972

・
西
大
分
地
区
・
稙わ
さ

田だ

地
区
の
下
水
道
工
事
が
は
じ
ま
る

46
年
1971

・
敷し
き

戸ど

地
区
の
下
水
道
工
事
が
は
じ
ま
り
、
敷
戸
終
末
処
理
場
が

で
き
る

44
年
1969

・
原は
る

川か
わ

終し
ゅ
う

末ま
つ

処し
ょ

理り

場じ
ょ
うが
で
き
、
明
野
地

区
か
ら
で
る
下
水
の
処
理
を
す
る

（
大
分
市
公こ

う

共き
ょ
う

下
水
道
の
は
じ
ま
り
）

41
年
1966

・
明
野
地
区
の
下
水
道
工
事
が
は
じ
ま
る

40
年

昭
和
1965

・
下
水
道
を
つ
く
る
基き

本ほ
ん

計
画
を
た
て
る

▶12
年

大
正
1923

・
最さ

い

初し
ょ

の
下
水
道
が
で
き
る

年

で

き

ご

と

0 10 20 30 40 50（万人）

（令和３年度末）

476,386人

315,238人

大分市の人口

処 理 人 口

大分市の人口と処
しょ

理
り

人口

下水道管
かん

の長さの変
へん

化
か

（大分市）

長さ

年度

100
200
300
400
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600
700
800
900
1,000
1,100
1,200
1,300
1,400
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（㎞）

令和3
2021

令和2
2020

27
2015

22
2010

17
2005

12
2000

7
1990

平成2
1990

60
1985

55
1980

50
1975

昭和45
1970

汚水管 雨水管

27 9
65

120

353

169

476

206

717

284

895

427

1,206
1,296

500 536

1,401

365
475

541

1,368

154

271

1,037

令和３年には，

下水道管は，

こんなに長くなったんだよ

かん

（施行日:平成26年4月1日）

区分

用途

料金（１月につき）消費税抜き
基本料金 超過料金（１立方メートルにつき）

排水量 金額 排水量 金額

一般汚水 10立方
メートルまで 1,008円

10立方メートルを超え
30立方メートルまで 153円

30立方メートルを超え
50立方メートルまで 177円

50立方メートルを超え
100立方メートルまで 199円

100立方メートルを超え
500立方メートルまで 221円

500立方メートルを超え
1,000立方メートルまで 246円

1,000立方メートルを
超える部分 270円

公衆浴場汚
水および温
泉水汚水

1立方メートルにつき 18円

広がる下水道

大
分
市
の
下
水
道
の
歩あ

ゆ

み
トイレにたまったし尿

にょう

は，おけにくみとって
すてたり，畑の肥

ひ

料
りょう

に使ったりしていた。

上下水道局の人の話
水
みず

資
し

源
げん

再
さい

生
せい

センターは，よごれた水をきれいにするとても大切なところです。
　大分市は，よごれた水を水資源再生センターまで運ぶため，昭和41年に明野地区から
下水道をとおす工事をはじめ，その後，敷

しき

戸
ど

，西大分，稙
わさ

田
だ

，中央から，東部，大
おお

在
ざい

，
南部とその範

はん

囲
い

を広げてきました。今ではよごれた水の約66％を処
しょ

理
り

できるようになり
ましたがじゅうぶんとはいえません。わたしたちは，大分市に住む多くの人々が下水道
を利

り

用
よう

できるようにと，工事を進めているので
す。
　下水道の工事は，とてもお金がかかります。
令和３年度は１年間に約84億

おく

円を使いました。
そのほかにも機

き

械
かい

の運転や修
しゅう

理
り

の費
ひ

用
よう

，働
はたら

く人
の給

きゅう

料
りょう

などに約28億円かかりました。
　これからも，みなさんの協

きょう

力
りょく

をえて，将
しょう

来
らい

，
市
し

民
みん

のみなさんが，きれいな環
かん

境
きょう

で衛
えい

生
せい

的
てき

に生
活できるように，下水道を広げていきます。

下水道管
かん

を入れるためのトンネル工事
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作業する方たちは
たいへんだなあ

下水道管
か ん

のそうじ
小さな管

大きな管

高
こう

圧
あつ

洗
せん

浄
じょう

車
しゃ

バキューム車

下水道管の修
しゅう

理
り

下水道管のそうじ

下水道を守る
中央かんり室
水
みず

資
し

源
げん

再
さい

生
せい

センターには
たくさんの機

き

械
かい

がありま
す。ポンプや空気を送る機
械を動かしているのがこの
中央かんり室です。
　どこかこしょうしたりす
るとモニターですぐに分か
るようになっています。

水
すい

質
しつ

検
けん

査
さ

　下水をきれいにして，川や海に流すま
でには，何回も水の検査をします。処

しょ

理
り

場
じょう

に流れついた水，エアレーションタン
クの中の水，処理が終わって流れ出る水
と，くりかえし検査をしながら水がきれ
いになったかどうかをたしかめます。

下水道管
かん

点
てん

検
けん

用カメラ
　下水道管は道路の下にう
められているので，車の重
みやしん動でひびわれた
り，つなぎ目がずれたりす
ることがあります。点検用
カメラは，小さなきずまで
見つけます。
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一人ひとりが
大切に
使わないと…

　紙おむつを流すと，つまったり，と
りのぞくときに管

かん

にきずがついたりし
ます。

　トイレットペーパーいがいの紙は水
にとけないので，管がつまります。

　アルコールやガソリンなどを流すと，
とても危

き

険
けん

です。

　落ち葉や木の枝
えだ

・空き缶
かん

などは管を
つまらせます。

上下水道局の人の話

　下水道は，自
し

然
ぜん

を守り，人々のくらしよい環
かん

境
きょう

をつくるために
大切なはたらきをしています。よごれた水をそのまま流すと川や海がよごれ，そこに住ん
でいる動物や植物に大きなひ害

がい

をおよぼします。また，下水道は人々が楽しく気持ちよく
生活できる環境をつくることにも役立っています。私たちは研究をかさね，よごれた水を
きれいな水に変

か

えて川や海にもどすようがんばっています。
　しかし，下水道は何でも流してよいというものではありません。
水
みず

資
し

源
げん

再
さい

生
せい

センターに運ばれてくるよごれた水の中には，いろいろなものが入っていて
困
こま

ることがよくあります。髪
かみ

の毛や洗
せん

ざい，油などが多いのですが，ときどき紙おむつが
入っているときがあります。それを取りのぞく仕事も大

たい

変
へん

ですが，パイプにきずをつけた
り，つまらせたりするので，流さないよう気をつけてほしいと思います。
　下水道は，みんなが使うものです。一人ひとりが大切に使ってください。

下水道を使うときの注意

　食べものの残
のこ

りカスや，はしなどを
流すと，下水道管

かん

をつまらせるもとに
なります。
　また，油などを流すと管のカベにつ
いてとれなくなります。

ラード（油）が付
ふ

着
ちゃく

した下水道管
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気持ちがいいのは
鳥や魚だけかな

きれいになる前のお堀
水
を
入
れ
、
き
れ
い
に

し
よ
う
と
こ
こ
ろ
み
ま
し
た

き
か
い
で
底
に
た
ま
っ
た

も
の
を
と
り
の
ぞ
き
ま
し
た

ホテイアオイを入れて，水を
きれいにしようとこころみました

別府湾別府湾 弁天水資源再生センター
べんてんみず し げんさいせい

べっ ぷ わん

そうすいかん

処理水送水管

大
分
川すみよし

住吉川 ふ ないじょう　　　　ほり

府内城のお堀

はいすい ろ

中島排水路

そ
こ

下水から生み出す資
し

源
げん

弁
べん

天
てん

水
みず

資
し

源
げん

再
さい

生
せい

センターできれいになった処理
水が2,063ｍ先のお堀

ほり

まで送られます。

Ⅲ　健
けん

康
こう

で豊
ゆた

かなくらしのために
処
しょ

理
り

水
すい

でよみがえった府
ふ

内
ない

城
じょう

のお堀
ほり

アメニティ下水道
　下水処

しょ

理
り

水
すい

を有
ゆう

効
こう

に活用することにより，市
し

民
みん

生活をより快
かい

適
てき

（アメニティ）なものに
することを目

もく

的
てき

につくられた下水道のことを「アメニティ下水道」といいます。



大分市では，
これから先
どんなことが
できるのかなあ

大分市でも，汚
泥を燃料として
再利用するため
の施設をつくっ
ているよ

し  せつ
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役に立つ資
し

源
げん

としての再
さい

利
り

用
よう

そのほか考えられる再利用

工業用水として公園のふん水として

歩道に使われる汚泥ブロックの原
げん

料
りょう

として

固
こ

形
けい

燃
ねん

料
りょう

の原料として

大分市で行っている再利用

〈処
しょ

理
り

水
すい

〉 〈処
しょ

理
り

水
すい

〉

〈汚
お

泥
でい

〉 〈汚
お

泥
でい

〉

処理水の販
はん

売
ばい

処理水を市役所第２庁
ちょう

舎
しゃ

や保
ほ

健
けん

所
しょ

内の
トイレの洗

せん

浄
じょう

水
すい

として
植
しょく

樹
じゅ

帯
たい

などの散
さん

水
すい

用
よう

として

汚泥は水
みず

資
し

源
げん

再
さい

生
せい

センターから運び出され
セメント工場で製

せい

品
ひん

の原
げん

料
りょう

に使われます



じょうすいじょう

かん
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水のじゅんかん

　川や湖からくみ上げられた水は，わたしたちの生活や工場のなかで使われま

す。使われた水は，再
ふたた

び川や海に流れこみます。海の水はじょう発して，雲を

つくり，雲は雨をふらせます。雨水は川や湖に流れこみ，そこから，また，水

がくみ上げられます。これを水のじゅんかんといいます。

　下水道は，この水のじゅんかんのなかで，よごれた水をきれいにしてから，

川や海にもどすという大切な役わりをもっています。下水道がなければ，よご

れたままの水が流れこんで川や海はきたなくなり，きれいな水を使うことがむ

ずかしくなります。

　わたしたちの生活が豊
ゆた

かになるにつれて，使われる水の量
りょう

はだんだんふえて

いき，産
さん

業
ぎょう

が発
はっ

達
たつ

するにつれて多くの水が必
ひつ

要
よう

になってきます。しかし，水に

は限
かぎ

りがあり大切に使わなければなりません。

　このような意味からも，一度使われた水をきれいにしてから川や海にもどす

という下水道の役わりは，この先もわたしたちの生活のなかで，大切になってい

くことでしょう。
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水道週間　６月１日～７日

　水道週間は，水道について
知ってもらい関

かん

心
しん

を高めて，
衛
えい

生
せい

やくらしをよくしようと
するための週間です。

スローガン横
おう

断
だん

幕
まく

ポスター

水の日 ８月１日　水の週間 ８月１日～７日

　水の日，水の週間は水には限
かぎ

りがあり大切なことや，
水のじゅんかんによる水のめぐみについて知ってもらい
関
かん

心
しん

を高めるために決められました。

ポスター

下水道の日　９月10日

　下水道の日は下水道の働
はたら

き
や下水道の大切さを知っても
らい関

かん

心
しん

を高めるための記
き

念
ねん

日
び

です。

スローガン横
おう

断
だん

幕
まく

ポスター

大分市民の誓
ちか

い

風光り水澄
す

む郷
さと

，西洋文化の花開いた豊
とよ

の国大分市は，“緑あふれる豊
ゆた

かな人間都市”
をめざしています。
わたしたち大分市民は，このまちに限

かぎ

りない愛
あい

着
ちゃく

と誇
ほこ

りをもち，よりよいまちづくり
のため，次のことを誓います。

自
し

然
ぜん

を愛し，緑豊かなまちをつくります。
働
はたら

くことに喜
よろこ

びをもち，活気に満
み

ちたまちをつくります。
みんなで助けあい，心のかよう福

ふく

祉
し

のまちをつくります。
ふるさとを愛し，笑

え

顔
がお

でふれあう住みよいまちをつくります。
広く世界に目をひらき，文化のかおるあしたのまちをつくります。

　　昭和58年７月14日制
せい

定
てい

大分市平和都市宣
せん

言
げん

　世界の恒
こう

久
きゅう

平和は，人
じん

類
るい

共
きょう

通
つう

の願
ねが

いである。
　しかるに，近年，核

かく

軍
ぐん

備
び

の拡
かく

張
ちょう

は依
い

然
ぜん

として続
つづ

けられ，世界平和と人類の生
せい

存
ぞん

に深
しん

刻
こく

な脅
きょう

威
い

をもたらしている。
　我

わ

が国は世界最
さい

初
しょ

の核
かく

被
ひ

爆
ばく

国
こく

であり，広島，長
なが

崎
さき

のあの惨
さん

禍
か

を再
ふたた

び繰
く

り返さないよ
うに，核

かく

兵
へい

器
き

の恐
おそ

ろしさ，核兵器の廃
はい

絶
ぜつ

を全世界の人々に訴
うった

え続
つづ

けていかなければな
らない。
　大分市は，日本国憲

けん

法
ぽう

に掲
かか

げられている恒久平和の理
り

念
ねん

に基
もと

づき，非
ひ

核
かく

三
さん

原
げん

則
そく

を守
り，大分市民の平和と安全のため全力を尽

つ

くすことを誓
ちか

い，ここに「平和都市」とす
ることを宣言する。

　昭和59年12月24日告
こく

示
じ

「おおいたの水道・下水道とくらし」に関する
　お問い合わせ先
　　　　大分市上下水道局経営企画課
　　　　電話097-538-2404
　　　　〒870-0045　大分市城崎町１丁目５番20号
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